神の願い
ダビデの詩篇の多くは、賛美、感謝、悔い改め、または神の守りへの信頼に焦点を当てています。詩篇40篇にはこれらすべての要素が含まれていますが、6～8節はダビデの最も深い霊的洞察の一つを明らかにしています。ここで彼は、神が御自分の民のために何をなさるかを超えて、より根本的な問いを投げかけています。神は実際に、彼らに何を望んでおられるのでしょうか。
ダビデが見いだす答えは、聖書全体の中で最も重要な真理の一つとなります。
発見
ダビデはこう書いています。「あなたはいけにえやささげ物を喜ばれません。今、あなたが私に聞かせてくださったので、私はついに理解しました。あなたは全焼のいけにえや罪のためのいけにえをお求めになりません。」(Psalm 40:6)
一見すると、この言葉は驚くべきものに思えます。何といっても、神ご自身が律法の下でいけにえを命じられたのです。ダビデは、いけにえが間違っていたとか、必要なかったと言っているのではありません。むしろ、いけにえが神の究極の目的では決してなかったことを悟っているのです。
重要な句は、「あなたは私に聞かせてくださいました」です。ヘブライ語の表現は文字どおりには、神がダビデの耳を開いた、あるいは掘り出したことを示唆しています。言い換えれば、神は彼に霊的な理解を与えられたのです。
何年もの間、ダビデはすべての忠実なイスラエル人と同じように、いけにえを献げてきました。今や彼は突然、より深いことを理解します。神が望んでおられるのは、祭壇の上のささげ物以上のものです。
彼はそれらを持って来る人を望んでいます。
ダビデの応答
ダビデはこの真理を理解すると、すぐにこう応答します。「そこで私は言いました。『ご覧ください。私は来ました。聖書に私について書かれているとおりです』」(Psalm 40:7)
7節は、6節に対するダビデの答えです。いけにえが神の最終的な望みではないのなら、ダビデは自分自身をささげます。この箇所の展開は次のとおりです。
· 犠牲は従順へと導きます。
· ささげ物は服従へと導きます。
· 儀式は関係へと導きます。
ダビデは、神にささげることのできる最大の贈り物は、動物や穀物のささげ物、または全焼のいけにえではないことを悟ります。それは、進んでささげる心です。
真の礼拝の心
クライマックスは8節にあります。「わが神よ、あなたのみこころを行うことを私は喜びとします。あなたの教えは私の心に書き記されています。」(Psalm 40:8)
ここでダビデは、神が最も望んでおられるものを明らかにしています。しぶしぶ従うことではありません。空しい儀式でもありません。外面的な宗教でもありません。神は、御心を行うことを喜びとする心を望んでおられます。
この洞察によって、ダビデは、後にエレミヤによって語られ、キリストにおいて成就した新しい契約の約束に、驚くほど近い位置に置かれます。神の究極的な目的は、常に心を変え、単なる義務感ではなく愛から従順が生じるようにすることでした。
ダビデ以後
ヘブライ人への手紙の著者は、この箇所の重要性を認め、それを直接イエスに適用しました（へブル人への手紙 10:5-10）。イスラエルは、しばしば不従順なまま、いけにえをささげました。ダビデは、従順がいけにえにまさることを理解していました。
イエスは、その真理を完全に成就された方となりました。イエスは、単なる動物のいけにえではなく、父なる神のみこころに完全に従って、ご自身の全生涯をささげられました。ダビデが垣間見たものを、キリストは体現されました。
なぜこれが重要なのか
多くの信者は、今でも主に宗教的な活動という観点で考えています。私たちは礼拝に出席し、献金をささげ、奉仕活動に参加し、奉仕の行いをします。これらは良いことであり、必要なことです。
しかし、詩篇40篇は、神が最終的にさらに深いものを求めておられることを私たちに思い起こさせます。神は、ご自分に属する心を持つ人々を望んでおられます。
私たちがささげることのできる最も偉大なささげ物は、私たちの手の中にあるのではなく、ダビデが言ったように「ここに私がおります」と言う意志の中にあります。神の願いは、決して儀式だけに向けられていたのではありません。神が願っておられるのは、御心を行うことを喜ぶ心です。
